
７月号 ＶＯＬ．９１ 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

    １ ２ ３ 

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ 

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ 

山内獣医師の皮膚科の診療時間 

午前 １０時～１２時 午後 ３時～ ５時となります。 

急な不在につきましては随時、HP、院内掲示にて 

お知らせいたしますが、なるべく御来院前に 

お電話にてお問合せいただきますようお願い致します。 

 

 〒189－0013 

東京都東村山市栄町 2－22－22 エムティビル

１Ｆ URL：http：//www.yamauchi-ac.com/ 

０４２-３９３-７８７８ 

診察時間  午前 9時～12時 

        午後 3時～8時 

歯・お口のトラブル 

 わんちゃんの歯は、乳歯として生後８週目ぐらいまでに上

下左右合計で約２８本はえそろいます。その後、生後６ヶ月

ぐらいで少しずつ永久歯にはえかわり、最終的には合計約４

２本となります。ねこちゃんの歯は、わんちゃんよりも少な

く、永久歯が合計約３０本はえます（人の永久歯は約２８本、

親知らずを含めると約３２本がはえるそうです）。 

 わんちゃんやねこちゃんの歯のトラブルで一番多いもの

は、おそらく歯周病や歯肉炎でしょう・・・。 

 歯周病の主な原因は、歯の表面に付着した歯垢です。歯垢

は、食べ物のかすと細菌のかたまりで、この歯垢に唾液中の

ミネラルが沈着して硬くなり、歯石となります。一度着いて

しまった歯石は、歯ブラシなどではとりにくくなります。 

この歯垢や歯石は、放置していると歯肉に炎症をおこしま

す。炎症が進むと歯肉が歯からはなれて、歯肉と歯の間にポ

ケット状の溝ができます。この溝に歯垢とともに細菌が入り

込み、増えて、溝がさらに深くなっていきます。歯周病にか

かったわんちゃんやねこちゃんは、口が臭い、歯肉が赤くは

れて出血しやすい、歯がぐらついて食べ物が食べにくい、よ

だれがでるなどの症状がでてきます。 

  

 

携帯サイト

がみられる

QR コード

です！！ 

 さらに、歯周病によって歯の周りからや歯がかけること

で歯髄から細菌が入り込み、歯の根っこに炎症をおこし膿

がたまることがあります（根尖膿瘍といいます）。ひどい

ときは、あごの骨をとかし、皮膚や歯肉に穴をあけて中

から膿がでてきます。 

歯周病は６歳以上のわんちゃんの８５％がかかっている

といわれています。 

ついてしまった歯石は、全身麻酔をかけてとることができ

ますが、その後歯垢や歯石がつかないように予防すること

が大切になります。 

 ねこちゃんは歯肉炎の他に口内炎もお口のトラブルに

なります。口内炎の原因は様々で、口の中の外傷・薬物刺

激・歯肉炎を伴う細菌感染・ねこ風邪といったウィルス感

染・腎不全・腫瘍などです。また、ねこ免疫不全ウィルス

（FIV）やねこ白血病ウィルス（FeLV）感染症といった免

疫力を低下させる病気が基礎にあり、口内炎がおこること

もあります。治療は歯石をとったり、抗生剤のお薬でおこ

ないます。 

 

早期の発見や治療のためにも！！ 

ふだんからお口のなかを触れるように練習したり、観察し

たり、歯ブラシやカーゼで歯をマッサージできると良いで

しょう！！ 

 

７月の休診日 

毎週木曜日と 19日（月）うみの日 

となります。 

 


